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東谷市民センター内 

問 い 合 わ せ 

  

東谷市民センター  

TEL/FAX 093-451-0217 

 平日・土曜 9:00～17:00 
http://higashitanikoho.sakura.ne.jp/ 

Mail to: higashitani.cc@silk.ocn.ne.jp 

      

      東   谷   ま   ち   づ   く   り   だ   よ   り 

 
 

 

 

 
 

 
       

東
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

 
 
                                  

カ
レ
ン
ダ
ー 

  2 0 2 6年 1 1月 1 5日（日曜日） 第 0 2 5 2 号 

令和8年11月15日 

(日曜日) 

裏面もご覧ください 

 勝原 絹枝 さん 作 

 

16
日
（
月
）
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

17
日
（
火
）
健
康
カ
ラ
オ
ケ
大
会
予
選
会 

 
 
 
 
 

空
き
家
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ 

18
日
（
水
）
市
民
講
座
「
防
災
食
作
り
」 

 
 
 
 
 

サ
ロ
ン
ば
ん
ざ
い
（
木
下
） 

21
日
（
土
）
新
道
寺
小
学
校
１
５
０
周
年 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

記
念
式
典 

23
日
（
月
）
稲
穂
サ
ロ
ン
（
新
一
） 

26
日
（
木
）
ニ
コ
ニ
コ
会
（
呼
野
） 

28
日
（
土
）
東
谷
農
業
ま
つ
り 

 
 
 
 
 

コ
ー
す
け
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

30
日
（
月
）
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

 
 
 

2
日
（
水
）
サ
ロ
ン
ば
ん
ざ
い
（
木
下
） 

4
日
（
金
）
ふ
れ
あ
い
昼
食
会 

6
日
（
日
）
新
道
寺
一
町
内
文
化
祭 

7
日
（
月
）
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

9
日
（
水
）
い
ち
ま
る
カ
フ
ェ
（
市
丸
） 

11
日
（
金
）
家
庭
教
育
講
座 

 
 
 
 
 

「
お
も
て
な
し
料
理
」 

14
日
（
月
）
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

 

11
月 

絵手紙教室 東谷市民センター第一集会室 

12月4日【金】10時～お気軽にどうぞ 
 

12

月 11月の絵手紙 

東谷婦人会 
会 長 

下澤 徹子 

 

東
谷
地
区
の
皆
さ
ん
、
こ
ん

に
ち
は
。
平
尾
高
原
利
用
組
合

の
古
田
で
す
。
今
年
も
恒
例
の

東
谷
農
業
ま
つ
り
が
近
づ
い
て

き
ま
し
た
。 
 

 

今
年
は
、
11
月
28
日
土
曜
日

に
実
施
を
予
定
し
て
ま
す
。
実

施
に
向
け
組
合
員
皆
野
菜
作
り

等
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
又
、
Ｆ
Ｃ
Ｏ
・
Ｏ
Ｐ×

Ｋ

Ｂ

Ｃ

主

催

の
「
コ

ー

す

け

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
が
同
時
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
、
他
地
区
か

ら
も
多
く
の
人
が
参
加
し
、
賑

や
か
な
農
業
祭
に
な
り
そ
う
で

す
。 

 

「
コ
ー
す
け
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

と
は
、
地
域
の
健
康
増
進
を
目

的
と
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
で
年
配
の
方
を
は
じ
め
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
層
な
ど
多
く
の
方

が

参

加

す

る

そ

う

で

す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
は
東
谷

興
農
会
を
出
発
し
、
平
尾
台
を

見
な
が
ら
小
森
ま
で
往
復
４
～

５
㎞
歩
き
興
農
会
ま
で
戻
り
ま

す
。 

 

農
業
ま
つ
り
に
つ
い
て
は
、

恒
例
の
大
鍋
（
豚
汁
）
を
は
じ

め
、
軽
ト
ラ
野
菜
市
、
ポ
ン
菓

子
実
演
販
売
・
焼
き
芋
・
子
ど

も
く
じ
・
お
餅
販
売
・
ク
ボ
タ

農
機
具
展
示
等
を
予
定
し
て
い

ま
す
。 

 

皆
さ
ん
方
の
多
く
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
ま
す
。 

小倉鉱業㈱ 

代表取締役社長 
今 行忠 

 

四
月
よ
り
住
友
大
阪
セ
メ
ン

ト
グ
ル
ー
プ
の
小
倉
鉱
業
株
式

会
社
に
て
代
表
取
締
役
を
務
め

て
お
り
ま
す
今
行
忠
で
す
。
前

任
地
は
栃
木
県
の
セ
メ
ン
ト
工

場
で
、
入
社
以
来
七
回
の
転
勤

を
経
験
し
、
小
倉
鉱
山
は
五
つ

目
の
石
灰
石
鉱
山
勤
務
と
な
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

さ
て
、
小
倉
鉱
山
は
昨
年
、

開
山
九
十
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
地
域
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
お

か
げ
で
あ
り
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

私
た
ち
が
採
掘
す
る
石
灰
石

は
、
セ
メ
ン
ト
を
は
じ
め
、
鉄

鋼
や
化
学
製
品
な
ど
、
社
会
や

暮
ら
し
を
支
え
る
さ
ま
ざ
ま
な

製
品
の
原
料
と
な
る
重
要
な
資

源
で
す
。
そ
の
一
方
で
、
自
然

の
恵
み
を
い
た
だ
く
事
業
で
あ

る
か
ら
こ
そ
、
「
安
全
第
一
」

と
「
環
境
と
の
調
和
」
を
何
よ

り
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
現
場

で
は
あ
い
さ
つ
・
清
掃
・
安
全

教
育
を
徹
底
し
、
無
災
害
操
業

を
目
指
す
と
と
も
に
、
粉
じ

ん
・
騒
音
・
振
動
の
抑
制
や
排

水
管
理
、
緑
化
活
動
な
ど
を
通

じ
て
環
境
負
荷
の
低
減
に
努
め

て
い
ま
す
。 

ま
た
、
当
社
で
働
く
社
員
の

多
く
は
地
元
出
身
者
で
す
。
地

域
で
育
っ
た
人
材
が
地
域
で
活

躍
し
、
そ
の
家
族
や
仲
間
と
と

も
に
地
域
社
会
を
支
え
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
地
域
と
の
つ
な

が
り
こ
そ
が
、
九
十
年
に
わ
た

り
事
業
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
原

動
力
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
様
と

の
対
話
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

安
全
で
環
境
に
配
慮
し
た
採
掘

事
業
を
通
じ
て
地
域
の
発
展
に

貢
献
し
、
次
の
百
周
年
に
向
け

て
信
頼
さ
れ
る
鉱
山
で
あ
り
続

け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

金額       

 ￥44,450 

平尾高原利用組合 
組合長 
古田 仁重 

 受  付      9 ： 0 0 ～ 

 開 会 式      9 ： 4 5 ～   

 ス タ ー ト    1 0 ： 0 0 ～    

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

な
お
、
十
一
月
二
十
八
日
開

催
の
『
コ
ー
す
け
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
北
九
州
』
に
私
も
参
加
予
定

で
す
。
地
域
の
皆
様
と
お
会
い

で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。 

「妊産婦・乳幼児なんでも相談」 

 11月24日(火) 

小倉南区役所保健福祉課 
   TEL 951-4125 

★母子健康手帳・ 
  バスタオル持参 

10：30～11：30 

 
  

11

月

28

日
（
土
） 

 

９
月
26
日
の
東
谷
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
、
27

日
の
平
尾
台

観
光
ま
つ
り
に
お
い
て
、
東

谷
婦
人
会
は
バ
ザ
ー
で
出
店

い
た
し
ま
し
た
。 

 

両
日
と
も
多
く
の
皆
さ
ま

に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
、

皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
協
力
の

お
か
げ
で
、
無
事
に
バ
ザ
ー

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

 

今
回
の
バ
ザ
ー
売
上
金

は
、
全
額
を
熊
本
地
震
の
義

援
金
と
し
て
寄
付
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ

ま
に
婦
人
会
一
同
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

小
さ
な
活
動
で
は
あ
り
ま

す
が
、
皆
さ
ま
の
思
い
や
り

が
誰
か
の
力
と
な
り
、
復
興

へ
の
支
え
に
繋
が
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 熊本地震 

   義援金へ 

東谷婦人会より 

 軽トラ野菜販売・他 10：45～  時間厳守！ 

 ＊販売価格は出荷者設定 

  ポン菓子           100円/１袋 

  ポン菓子・栗・持ち込み    1000円/１回 

    1升（1．5㎏）       

  焼き芋            200円/１個 

  大鍋（豚汁）   11：00～  200円/１杯 
  餅まき      14：00～ 
   
       お楽しみに！ 

コーすけウォーキング北九州 
× 

新米盛り放題も

あるよ！ 



 
 

 
 

 

      

      東   谷   ま   ち   づ   く   り   だ   よ   り 

     

表面もご覧ください 

  2 0 2 6年 1 1月 1 5日（日曜日） 第 0 2 5 2 号 

 

新
道
寺
小
学
校
創
立
１
５
０

周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
私
た
ち
の
想

い
と
こ
れ
ま
で
の
歩
み
、
そ
し

て
未
来
へ
の
決
意
を
お
伝
え
し

ま
す
。 

 

伝
統
あ
る
本
校
の
１
５
０
周

年
を
祝
福
す
る
た
め
、
私
た
ち

は
１
年
前
か
ら
実
行
委
員
会
を

発
足
さ
せ
、
入
念
な
準
備
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
地
域
や

保
護
者
の
皆
様
、
そ
し
て
教
職

員
が
一
つ
と
な
り
、
「
子
ど
も

た
ち
が
輝
く
記
念
事
業
に
し
た

い
」
と
い
う
共
通
の
願
い
の
も

と
集
い
、
議
論
を
深
め
て
き
た

ちぎり絵は 

東谷地区文化祭でも 

展示されました 

  

東谷郷土資料館委員    西田 順一 

 先月の資料館便りで紹介しきれなかった11月14（土）に行われる東谷
ウォーキングの見学先を追加紹介します。今回紹介するのは木下本村の旧

木田家（現在は空き家）庭に残る金鉱石破砕臼の下側部分の臼石です。東

谷では江戸時代寛永年間細川氏の藩政の頃から呼野で盛んに金の採掘が進

められたのはご存じの方もいらっしゃると思いますが、呼野以外にも木下

の亀の甲の宝谷と呼ばれた谷筋や本村の地下から金が採れました。採掘方

法は呼野のように山肌に坑道（間歩）を掘り進め金鉱石を掘り出すのでは

なく、金を含む土砂を掘り出しそれを砕いてパンニングのように砂金を採

取する方法に近いやり方で採っていたようです。木田家の庭にある臼は本

村の地下から掘り上げた金を含む土砂を細かく破砕するのに使われたもの

です。臼石は直径８０ｃｍほどの平石の表面を浅く削ったもので中央に臼

の上石を回す軸棒の穴跡があります。軸穴から放射状に線刻され下臼に土

砂を入れ上臼を回転して金を含む土砂を破砕するのに使われました。残念

ながら上臼は見つかっていません。この下臼の存在は三谷昔語りをする会

の合本に記載されているのを読み知りました。下臼のことは現在空き家を

管理されていた関係者の方もご存じなかったようです。いつの時代の物か

は記録がないので不明ですが東谷での金の採掘は江戸時代前半と幕末に近

い末期のころ盛んでした。個人的には幕末期小笠原藩の若き家老の島村志

津摩が熱心に金の試掘を行った記録があるのでその頃の物かと推察してい

ます。本村では広く採掘が行われたようで、こんなエピソードも伝わって

います。ある時本村のある家の古井戸を埋めるのに生コンクリートを流し

たところ流しても流しても井戸が埋まらなかったそうです。本村の地下に

は今も昔の坑道跡が残っている可能性を示唆する伝聞です。 

  

 

10月19日、東谷市民センターで、井手浦の浄

泉寺の住職、渡邊晃司上人をお招きして、「いの

ち育み、心育み」のテーマで講話をして頂きまし

た。本当に教えて頂く事がたくさんあり、感動し

てたくさん宝物を頂きました。 

 たくさんの方が、熱心にお話しを聴かれ、メモ

をとってありました。お話しの中で、晃司上人が

「元気で輝いてある先輩方がいてくださる事がぼ

く達にとっては宝物です」と言って下さった事、
嬉しく思いました。 

 当日、朝早く起きて花を摘み、きれいに飾って下さった方、司

会をして下さった方、ストレッチをして下さった方、読み聞かせ

や二胡やオカリナの演奏をして下さった方、音響をして下さった

方、準備をして下さった方、参加して下さった方、お一人お一人

が宝だと思いました。皆さまのおかげで、本当にいい時間を共有

できる事ができました。たくさんの御参加、御協力ありがとうご

ざいました。 

 これからも、赤ちゃんからお年寄りまで、食育を繋げていける

よう、楽しく学んでいけたらしあわせです。     

恒例の「一心太助」 

11/3 東大野八幡神社 秋季例大祭 

健康づくり部会 
食育部 
山下 由 

150周年記念事業  
実行委員長 
尾花 祐二 

日
々
は
、
大
変
感
慨
深
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
記
念
す
べ
き
年
を
支
え

る
主
役
は
、
ほ
か
で
も
な
い
児

童
た
ち
で
す
。
６
年
生
が
主
体

と
な
り
子
ど
も
た
ち
自
身
が
知

恵
を
絞
り
、
「
１
５
０
」
と
い

う
数
字
に
因
ん
だ
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
い
、
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
仲
間
と
バ
ト
ン
を
繋
ぎ

ぬ

い

た
「
リ

レ

ー

１

５

０

周
」
、
声
を
合
わ
せ
て
心
を
一

つ
に
跳
ん
だ
「
大
縄
跳
び
１
５

０
回
」
、
そ
し
て
全
校
の
思
い

１
ピ
ー
ス
ず
つ
貼
り
合
わ
せ
た

「
巨
大
ち
ぎ
り
絵
」
の
制
作
で

す
。
諦
め
ず
に
挑
戦
し
、
仲
間

と
達
成
感
を
分
か
ち
合
っ
た
経

験
は
、
子
ど
も
た
ち
の
大
き
な

自
信
と
財
産
に
な
り
ま
し
た
。 

 

11
月
21
日
（
土
）
に
記
念
式

典
を
行
い
ま
す
。
式
典
の
最
後

に
は
、
全
児
童
に
よ
る
音
読
発

表
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

 

１
５
０
年
の
歴
史
を
紡
い
で

き
た
先
人
た
ち
へ
の
感
謝
、
そ

し
て
こ
れ
か
ら
の
新
道
寺
小
学

校
を
自
分
た
ち
の
手
で
紡
い
で

い
く
と
い
う
力
強
い
誓
い
を
、

全
校
児
童
の
声
を
一
つ
に
し
て

届
け
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
響

き
渡
る
声
が
、
ご
列
席
い
た
だ

く
皆
様
の
心
に
温
か
く
届
く
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

次
の
未
来
へ
歩
み
出
す
新
道

寺
小
学
校
を
、
こ
れ
か
ら
も
地

域
全
体
で
見
守
り
、
共
に
支
え

て
い
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。 

  

１０月４日（日）、八幡東体育館にてディ

スコン大会が開催されました。小倉南区

の大会で準優賞した東谷一心会Aチー

ムが出場し、大健闘！今度は北九州の大

会で見事３位に輝きました。 

おめでとうございます。 

９月15日（火） 

東谷地区協議会役

員・幹事の方々が、 

粉塵対策の現況を

確認に行きました。 

 優勝  市丸町内 

 準優勝 小森町内 

 ３位  母原町内 

  参加された皆さま、 

        お疲れさまでした 

10/12  メモリアル花火 

♦座布団 

約40cmの四角 
厚さ 3cm 
ラメ入りの黒色 
少し重いもの 

♦間違えられた靴 
「JACKSON BILL」の
こげ茶色の靴 
サイズ 25cmの3E 

敬老会の忘れ物あずかってます 
東谷地区社会福祉協議会より 

★心当たりのある方は、下記まで連絡
下さい。 
  TEL 090-9581-7607（河野まで） 

10/11 

11/7 大清水神社 秋季例大祭 

   前夜祭 

折尾神楽奉納 

11/6 天疫神社秋季例大祭 

合馬神楽奉納 


